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【シンポジウム】日本人の心と絆－思想的、社会的、地理的視点から－
日本の農村における地域づくりの新たな潮流
宮地忠幸
１．はじめに－農村問題の現局面一
農村における地域問題（本稿ではこれを農村問題と呼称する）が、深刻さを増
している。農村住民の経済基盤となる各種産業を概観すると、農業を中心とする
第一次産業は価格支持政策の後退や市場開放の進展が、製造業や建設業の第二次
産業は生産子会社の海外移転や公共事業の縮小が、卸・小売業やサービス業をは
じめとする第三次産業は人口減少にともなう需要低下等が、それぞれの背景とな
り各産業の縮小が顕著となっている。こうした経済基盤の脆弱化は、人口の減少
を引き起こし、その結果として公共交通機関の運行本数の削減や路線廃止、医療
施設や教育施設の縮小再編につながっている。また、人口の少子高齢化は地域の
コミュニティ機能にも重大な影響を与えている。
こうした事態を、小''１切（2009）は農村で生じている空ﾙﾘ化問題として指摘
している。すなわち、「人」の空洞化は1960年代から、「土地」の空洞化は1980
年代半ば頃から、「むら」の空洞化は1990年代後半頃から、それぞれ具現化す
るとともに、それらの根底で「誇り」の空洞化が進展しているという（小田切，
2009)。1990年代以降、「限界集落」（大野，1991）や「生き残る生活圏」（山崎，
2009)など､農村の縮小が危慎されたり想定されたりしてきた。２０１４年５月には、
日本創生会議と人11問題検討分科会が「成長を続ける２１世紀のために『ストッ
プ少子化・地方元気戦略』」を公表した。そのなかでは全国８９６の自治体が2040
年に「消滅可能性都市」として指摘され、地域の存立や存続のあり方が厳しく問
われる事態となっている。
本稿は、以上のような農村をめぐる状況とその変化を踏まえて、近年における
日本の農村の地域づくりの潮流について既存の研究成果を含めて整理するととも
に､それらの地域づくりが示唆する論点について明らかにすることを目的とする。
2．近年の農村における地域づくりの論点
小田切（2013a，2013b）によれば、「地域づくり」という語はバブル経済下で
語られた「地域活性化」に代わる用語として、意識的に使われ始めたものである
という。そこには３つの含意（①「内発性」の強調、②総合性･多様性への意識、
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③「革新性」の意識）が示されている。
①は、 資金や意思を外部から注入されたものに依存するだけではなく、 自らの
意思で取り組みを進めていくことが重要であるという Ⅱ内発性」が重視されてい
る点である。②は、 かつての地域振興が経済的振興に傾倒するとともに、 どの地
くりは域でも同じような開発計画が並んだ地域振興であ.ﾌたのに対して、 地域づく
文化、福祉、 景観等を含めた総合的な目的と、 地域の特J性に応じた多様性が意識
されている点に特徴がある。
係等を含めて、新しい地域１１
る（小田切，2013)。
こうした論点を踏まえて、
地域における意思決定の仕組みや行政との関③は、
新しい地域を「つくる」 というニュアンスが含まれている点であ
次章以降では宮'1府県綾町で取り組まれてき た地域づ
りの取り組みとその含意を検討する。〈
宮崎県綾町における地域づく りの展庶３
宮''１奇県綾町は､県庁所在都市である宮崎市の西方約２０kmに位置し､人口約７２００
人（2010年）の町である。
における独自の地域づくり
町域の約８０％が山林によって占められている。 綾町
この山林に残されていた照葉樹の自然林の保全にりは、
1966年に町長に就任した郷田實氏は、始まる（写真１)〈 開発計画のあった町内
の照葉樹林の自然林を、自然生態系や（照葉樹林）文化の面から価値あるものと
学ぶなかで、残すことに成功した（郷田1998)。その後、「－坪菜園運動」に
自然生態系農業の推進よる住民の健康づくり（1973年～)、
自治公民館活動の展開（1966年～）
(1970年代半ば～)、
くりが進められた。など、綾町独自の地域づく
照葉樹の自然林を守ることは、 豊かな水資源の酒養や土壌の生成につながり、
そうした自然生態系に依拠しながら ｢健全」な農業を実践することが、自然や文
壷町の地域づくりの方向性として定まった。化を守りながら生活していくという綾町の地域づくりの方
自給肥料供給施設（1978年)、家畜糞尿処理施設（1981年)、生活雑排コンポス
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全体で資源循環的な農業の仕組
みを構築するために設置された
ものである（写真２)。このころ
北九州市にある生協を中心から、
に農産物の取引契約が結ばれる
ようになった。1988年には、全
国初の「自然生態系農業の推進に
関する条例」が制定され、農地
の土壌検査や農産物の生産管理写真１綾町の地域資源：照葉樹の自
然林（2006年３月筆者撮影） 検査を徹底して行う仕組みがつ
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町独自の認証制度が発足しくられ、
た。あわせて、 有機農業開発センター
と手づくりほんものセンター（農産
物直売所：写真3）が開設されるこ
とにもなった（1989年)。
こうした取り組みは、綾町産農産
物の販路拡大にもつながるととも
省庁や新聞社等による表彰の対に、
象になってきた。とりわけ、有機的 写真２ 資源循環型の農業が実践さ
れている錦原台地
（2006年３月筆者撮影）管理によって生産された農産物を地元の農産物直売所や契約に基づく生
協等へ販路を拡大してきたことは、
農家の生産意欲の向上に重要な役割
を果たしたという。「多くの農家が
自然生態系農業に取り組んでもらう
売れる仕組みをつくるこためには、
とが重要であった」と元有機農業開
発センター所長が回顧するように、
理念としての地域づくりとあわせ
て、経済的な基盤づくりをあわせて
展開してきたところにも注目してお
く必要がある。なお、綾町で生産さ
れる主な農産物は､米､きゅうり（施
設中心)、多品目の露地野菜、日向
写真３自然生態系農業によって生
産された農産物の販売拠点
：手づくりほんものセンター
（2006年３月筆者撮影）
夏をはじめとする果実などである。
自然林を守り、豊かな水資源を酒
菱してきたことは、新たな企業の立
地にもつながった。1985年に、雲
海酒造（株）が①排水は浄化処理し
工場に隣接する綾南川へ綾町のて、
環境を汚さない水にして返すこと、
②工場の建物などは、綾町の景観に
写真４ 綾町の産業観光の拠点：酒
泉の杜
（2011年１０月筆者撮影）溶け込んだものにすること、 ③焼酎
原料の甘藷などの供給は、 極力綾町産のものになるよ う配慮すること、④従業者
ること、⑤酒造工程の見学技術者その他必要な要員以外は、 綾町民を採用す
の町づくりの－拠点となること、を約束し
1よ
コースを設け、綾町の進める産業観光の町づく
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て立地した（郷H1,1998)。「お酒のテーマパーク」として１９８９年に開設された
酒泉の杜（写真４）は､焼酎､Ｈ本酒の販売店のみならず､その後ワイナリー（1994
年)、地ビール工場（1996年)、ガラスエ芸や陶芸館などが併設され、町内の重
要な観光拠点施設となっている。
あわせて、綾町では前述した照葉樹の自然林を概観できる照葉大吊橋の建設
(1984年)、中世の１１１城であった綾城の復元と整備（1985年)、式部谷ふれあい
広場や花時計の設置（1990年）など､集客につながる諸施設の整備も進めていた。
以上のような地域づくりの展開、観光拠点施設の整備、そして1980年代から
90年代にかけて綾１１Jのさまざまな取り組みに対する省庁等の表彰やマスコミ等
からの取材の増加が、結果的に観光入込客数の増力１１につながった。1996年には
１００万人を超える入込客数となったのである。観光入込客数の増加は、手づくり
ほんものセンター等での収益増加にもつながるとともに、近年では新たな特産品
(土産物品）や惣菜需要の増加につながり、それに対応する新たな食品製造業者
の台頭にもつながっている。
4．綾町有機農業推進大会における生産者と消費者の交流
綾町では、毎年１１月下旬に自治公民館活動の一環として文化祭を開催してい
る。その折、あわせて綾町有機農業推進大会が開催されている。「自然生態系農
業の推進に関する条例」が制定された1988年に始まったこの大会では、第１部
では－年間の有機農業の推進に関わる取り組み内容等の発表やこれに関連した講
演会が開催される。そして、第２部では「町と村を結ぶ食のふれあい広場」と題
した懇親会が行われる。この「広場」は、綾町産の食材をふんだんに利用した料
理が用意されたテーブルを囲んで、綾町の住民（村）と町外の参加者（町）が交
流するという場である。会食の前に、「村」と「町」の代表者からそれぞれお互
いへの感謝の言葉が述べられる。筆者が参加した２０１１年の場合、まず「村」の
代表としてある生産者（女`性）が「いつも綾町の農産物を購入していただきあり
がとうございます□お陰様で今年も実りある秋を迎えることができました。綾町
の農業、日然を大切に思っていただいていることに感謝しています｡」と挨拶さ
れた（写真5)。その後「町」の代表として宮崎市内の在住者（男性）が「いつ
も綾町の農産物やお水をおいしくいただいています。身近なところに、綾町のよ
うに自然豊かな、そして安全安心な農産物を生産してくれる地域、生産者の皆さ
んがいることを、私たちは感謝しなくてはならないと思っています。これからも
どうぞよろしくお願いします｡」と挨拶されていた（写真６)。
この「広場」での交流は、綾町の地域づくりの真髄であるように思われる。立
場が異なる生産者とiii費者が、お互いのことを思いやり感謝の気持ちを表すこと
は、日々の取り組みの意義を確認するうえでも重要な意味をもっているのではな
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写真５「町と村を結ぶ食のふれあ写真６「町と村を結ぶ食のふれあ
い広場」で挨拶する綾町い広場」で挨拶する消費
の生産者代表者代表
（2011年１１月筆者撮影）（2011年１１月筆者撮影）
いだろうか。 農業をはじめとして地方経済が置かれた状況は、 今日ますます混迷
を深めている。そう
者が関わりを深め、
農産物という地域資源をとおして生産者と消費したなかで、
互いを支え合う関係｣性を構築していくことは、お グローバル
化に向き合う地域の一つの歩み方であるように思われる。
5．綾町における地域づくりの到達点
綾町の地域づくりは、
第１は、地域の自然、
今日までに以下の３点の効果を生んでいると思われる。
景観、コミュニティを維持し、魅力を高めてきたこと
農産物の販路拡大や新たな企業立地にとも なうさまざまな経済効果を生むな、
、
が
ど
経済の成長に役割を果たしている点である。 しかし近年、農産物の販売総額
や観光入込客数の増加にかげり が見え始めているという点は看過できない問題に
もなっている（河本,2005)。 一方で､綾町は2012年にユネスコのエコパーク (生
物圏保存地域）の登録を受け、 ｢地域の自然と文化を守り ながら地域社会の発展
を目指す」取り組みを、さらに推進している。
第２は、綾町の魅力が高まるなかで、 新住民が増加しているという点である。
1990年以降、 新規就農者だけでも約５０名が定着している。 住民基本台帳人口を
)有機農業をはじめみると、1980年代以降、社会増減はプラスで推移している。
とした農業だけでなく、 陶芸品等の芸術作品の製作を志して綾町に移住してくる
者も少なくない。
第３は、綾町民の生活を支える「綾町．
れている点である。有機農産物の販売は、
によって支えられている。また、手づく
｢綾町ファン」がさまざまな交流の場から生ま
北九州をはじめとする生協の組合員等
りほんものセンターなどの農産物直売所
での農産物等の販売は、 近隣地域の住民や観光客によって支えられている。 先に
紹介した ｢町と村を結ぶふれあい広場」 'よ、まさにそうした「支え合い」の意義
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写真
をお互いに確認する場であるとともに、「綾町ファン」をさらに増やすきっかけ
の場にもなっているように思われる。
6．連携から創る新しい価値一まとめにかえて－
綾町における地域づくりの展開をみると、さまざまな立場の主体が新しい関係
性を構築することで、取り組みの継続や新展開が実現しているように思われる。
近年の産業振興や地域振興において、連携が重要視されるようになっている。前
者は、農商工連携、６次産業化、産業クラスターなどが該当する。これらは、各
経済主体のもつ経営資源を有効活用し、新たな商品開発を行ったり需要の開拓を
目指したりするものである。経済主体間の連携のあり方が問われるところでもあ
るが（宮地ほか，2014)、このような連携が、産業振興の一つとして注目されて
いる。後者は、地域おこし協力隊や集落支援員、交流人口、Ｉターン者など、「よ
そ者」がこれまでの地域にない発想や行動を起こし、地域の新しい方向性や可能
性を見出そうとする動きに象徴される。これらの「人材」が、農村においてどの
ように受け容れられ、どのような活動が実践できるのか等､課題もあるとはいえ、
縮小する農村の新たな担い手として注、もされている。
早くから交流の重要''１ｆｔを唱えてきた宮口伺廸（1998,2010）は、「活性化とは、
異質なものから生み出される新たな価値」と指摘している。このことは、小田切
(2013a，2013b）が指摘した近年の農村地域づくりの論点:①内発性、②総合性・
多様性、③革新性、の三点とも重なるものである。
今後の農村研究は、さまざまな地域づくりの内容や継続性を、丁寧にかつ的確
にみつめていくことが求められる。あわせて、小田切が示した３つの論点が、そ
れぞれの地域づくりがどのような地域性のなかで進められているのか、多様性の
なかで捉えていく必要がある。
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